
一に
撤
退
で
き
る
の
か

霰
負
担
を
日
本
に
求
め
、
撤
退
す
る
こ
と
も
仄
め
か
し
て
い
る
。

」、
彼
の
発
言
に

一
喜

一
憂
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

米
軍
基
地
縮
小
は
既
定
路
線

自
主
防
衛
を
強
め
る
好
機

―
ル

（取
引
き
）
で
あ
り
、
慌
て
る
必
要

は
な
い
。
む
し
ろ
、
彼
の
在
日
米
軍
撤
退

発
言
を
機
に
、
日
本
の
安
全
保
障
を
米
国

に
依
存
し
て
経
済
成
長
に
専
念
し
て
き
た

「吉
田
ド
ク
ト
リ
ン
」
を
自
紙
ベ
ー
ス
で

考
え
直
し
、
自
主
防
衛
を
強
め
る
良
い
機

会
だ
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

自
主
防
衛
を
強
化
す
る
と
、
現
在
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
１
％
の
防
衛
予
算
を
少
な
く
と
も
２

～
３
％
に
し
な
け
れ
ば
対
中
抑
止
は
困
難

だ
と
思
わ
れ
る
。
（＊
２
０
１
５
年
Ｓ
Ｉ

Ｐ
Ｒ
Ｉ
発
表
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
米
国
３

・
３

％
、
中
国
１
・
９
％
）。

そ
も
そ
も
ト
ラ
ン
プ
の
大
統
領
就
任
の

文

・
川

上

高

司

♂
＾
・
ｏ

，
芙

“
■
●
＾
０
ユ
　

拓
殖

大
学
海
外
事
情

研
究
所
長

ラ
ン
プ
が
唱
え
る
日

本
の
安
全
保
障
タ
ダ

乗
り
論
は
、
日
本
に

向
け
た

一
種
の
デ
ィ

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
在
日
米
軍
の
縮
小

と
そ
れ
に
伴
う
日
本
の
自
主
防
衛
の
強
化

は
既
定
路
線
で
あ
り
、
不
可
逆
的
な
流
れ

で
あ
る
。

財
政
赤
字
が
深
刻
な
米
国
は
、
オ
バ
マ

大
統
領
が

「米
国
は
世
界
の
警
察
官
で
は

な
い
」
と
表
明
し
た
よ
う
に
、
国
防
予
算

も
‐３
年
か
ら
１０
年
間
で
約
５
０
０
０
億
ド

ル

の
削
減
を
行
っ
て
い
る
最
中
だ
。
ま
た
そ

れ
に
従
っ
て
１４
年
の
Ｑ
Ｄ
Ｒ

（４
年
ご
と

の
米
国
防
計
画
の
見
直
し
）
で
も
、米
軍
の

前
方
展
開
兵
力
の
削
減
が
示
さ
れ
た
。
口

―
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く

一
連
の
在
日
米
軍

の
再
編
事
業
で
も
、
在
沖
海
兵
隊
の
大
部

分
が
グ
ア
ム
に
移
転
す
る
計
画
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
も
在
日
米
軍
の
縮
小
や
中

国
の
海
洋
進
出
に
備
え
、

１４
年
度
か
ら
「中

期
防
衛
力
整
備
計
画
」
（５
年
ご
と
の
防

１
９
５
５
年
、
熊
本
県
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
博
士
。
フ
レ
ッ

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
外
交
政
策
分
析
研
究
所
研
究
員
、
世
界
平

和
研
究
所
研
究
員
、
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
研
究
所
客
員
研
究
員
、
防
衛

庁

（当
時
）
防
衛
研
究
所
主
任
研
究
官
、
北
陸
大
学
法
学
部

教
授
等
を
経
て
現
職
。
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衛
計
画
）
に
沿
っ
て
、
南
西
地
域
の
島
嶼

部
に
お
け
る
防
衛
態
勢
の
強
化
に
着
手
し

て
い
る
。
オ
ス
プ
レ
イ
や
第
５
世
代
ス
テ

ル
ス
戦
闘
機
Ｆ
１
３５
Ａ
の
配
備
も
そ
の

一

環
で
あ
る
。

中
国
の
海
洋
進
出
を
防
ぐ
た
め

米
国
は
横
須
賀
を
手
放
さ
な
い

た
だ
し
、
ト
ラ
ン
プ
が
言
及
す
る

「在

日
米
軍
撤
退
」
は
０
か
１
０
０
か
の
議
論

で
は
な
い
。
米
国
の
国
益
の
観
点
か
ら
完

全
撤
退
は
あ
り
え
な
い
。

米
国
に
と
っ
て
地
政
学
上
重
要
な
海
域

は
、
太
平
洋
か
ら
イ
ン
ド
洋
、
中
東
へ
と

続
く
シ
ー
レ
ー
ン
だ
。
特
に
太
平
洋
の
西

端
を
押
さ
え
な
い
と
、
太
平
洋
の
西
半
分

が
中
国
の
も
の
に
な
る
。

中
国
が
自
由
に
太
平
洋
へ
進
出
す
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
米
国
本
土
が
潜
水
艦
発
射

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
た

め
、
米
第
７
艦
隊
を
中
心
に
監
視
活
動
を

強
化
し
て
い
る
。
艦
隊
の
母
港
で
も
あ
る

横
須
賀
海
軍
基
地
は
、
地
政
学
的
要
因
か

ら
も
、
良
質
な
ド
ッ
ク
で
有
能
な
日
本
の

整
備
員
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
も
絶
対
手
放
し
た
く
な
い

は
ず
だ
。

な
お
、
共
和
党
の
あ
る
有
力
議
員
は
、

米
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
提
言
に
賛
成
し
、
本

来
、
東
大
平
洋
に
展
開
す
る
第
３
艦
隊
を

西
太
平
洋
に
展
開
さ
せ
、
両
艦
隊
で
護
衛

艦
を
相
互
運
用
し
な
が
ら
、
中
国
の
海
洋

進
出
を
阻
止
す
る
構
想
を
描
い
て
い
る
。

そ
う
す
れ
ば
第
７
艦
隊
の
原
子
力
空
母
口

ナ
ル
ド

・
レ
ー
ガ
ン
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

よ
る
半
年
間
の
空
白
期
間
が
な
く
な
る
。

そ
う
な
る
と
、
第
３
艦
隊
も
横
須
賀
に
入

る
可
能
性
も
あ
り
、
横
須
賀
の
価
値
は
高

ま
る
は
ず
だ
。

さ
ら
に
は
台
湾
有
事
に
備
え
て
、
在
沖

海
兵
隊
は
沖
縄
か
ら
の
完
全
撤
退
は
考
え

に
く
い
。
ま
た
、
極
東
最
大
の
米
空
軍
基

地
で
あ
る
沖
縄
の
嘉
手
納
は
な
お
さ
ら
撤

退
し
づ
ら
い
。
仮
に
ト
ラ
ン
プ
が
在
日
米

軍
撤
退
を
命
じ
た
と
し
て
も
米
議
会
の
反

対
に
あ
い
最
悪
の
場
合
で
も
有
事
駐
留
と

な
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
米
国
か
ら
み
た
在
日
米
軍
基

地
の
価
値
を
見
極
め
、
米
軍
の
抑
止
力
を

補
完
す
る
か
た
ち
で
自
衛
力
を
強
化
す
る

べ
き
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国


